
 

 

「18 色の国際都市事業」の実施報告について 

１ 事業概要 

平成 25 年度から、国際都市・多文化共生推進課と 18 特別出張所が地域団体等と連

携し、各地域の独自性を生かした「国際都市おおた」を推進する取組「18 色の国際都

市事業」を実施している。 

今年度は、新型コロナウイルス感染症の影響により、例年実施している各種地域イ

ベント等が相次いで中止となり、従前の事業実施が制限される状況であった。しかし、

新たな取組として、国際都市おおた大使や国際交流員、留学生などに事業の企画段階

から参加していただくことで、外国人区民から見た地域の魅力や母国の文化紹介、や

さしい日本語の紹介を内容としたパネル展示をはじめ、外国人区民と地域住民との交

流など工夫を凝らした新規事業を実施した。（主な新規取組事業は以下のとおり） 

引き続き、コロナ禍でも外国人区民と地域住民との交流を促す事業の実施や、多文

化共生の意識醸成につながる新たな取組を創出し、地域力を活かした国際都市の推進

に努める。なお、今年度の事業一覧は別紙のとおり。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域産業委員会 
令和３年２月 26 日 
令和３年３月１日 

観光・国際都市部 資料 20 番 

所管 国際都市・多文化共生推進課  

（１）糀谷特別出張所 

【事業名】糀谷“みんなのねがい”千羽鶴ハッピー大作戦  

【日 時】令和２年９月 17 日 

【内 容】地域の皆さんがコロナ収束の“ねがい”を込めて

日本の伝統的な折り紙で千羽鶴を作成した。 

参加した国際都市おおた大使５名も、地域住民に 

折り鶴の作り方を教わりながら千羽鶴 100羽を作

成し、国際交流と文化交流の輪を広げた。 
 

（２）大森東特別出張所 

【事業名】いつつのわふれあい祭りパネル展 

【日 時】令和２年 11 月１日から２日まで 

【内 容】第１回から第９回までの祭りの様子を振り返る 

パネル展を実施した。パネル展示以外に多文化 

共生のブースを設け、「やさしい日本語クイズ」 

の展示を行い、多文化共生社会をめざした「国際

都市おおた」を地域へ発信した。 
 

（３）田園調布特別出張所 

【事業名】～大田区田園調布せせらぎ館開館記念事業～ 

第 13 回田園調布グリーンフェスタ 

【日  時】令和３年１月 16 日から 31 日まで 

【内  容】調布地区に住む国際都市おおた大使３名（出身

国：アメリカ、イタリア、ベトナム）が協力し、

田園調布せせらぎ館内で、地域の魅力や自国の紹

介をしたパネル展示を行い、参加者が外国人区民

を身近に感じる機会にするとともに、新たな地域

の魅力発見につなげた。 パネル展示の様子  

やさしい日本語クイズの展示  

折り鶴の作り方を学ぶ大使  

２ 主な新規取組事業 



令和２年度「18 色の国際都市事業」事業一覧 

 

 

出張所名 実施日時 事業名 

大森東 令和２年 11 月 いつつのわふれあい祭りパネル展 

大森西 令和３年２月～３月 外国の文化に関する掲示・チラシの作成 

入新井 令和２年５月～12 月 窓口効率向上 PT（プロジェクトチーム） 

馬込 令和３年２月～３月 OTA 魅力発信 in 馬込 

池上 令和３年１月 地域情報紙「わがまち池上」記事執筆 

新井宿 令和３年１月～３月 外国人の生活について知ってみよう！ 

嶺町 

令和２年 11 月 第３回みねまちポールウォークの会 

令和３年３月（予定） 第 11 回ぐるっと５町会！みねまちスタンプラリー 

田園調布 令和３年１月 
～大田区田園調布せせらぎ館開館記念事業～ 

  第 13 回田園調布グリーンフェスタ 

鵜の木 随時 鵜の木地区紹介チラシ英語・中国版作成 

久が原 随時 避難所における掲示物等の複数言語対応 

雪谷 令和３年２～３月 
パネル展示「おおた大使や国際交流員が見た感じた

Ota!」 

千束 令和２年 12 月 地域情報紙「ふるさと千束」記事執筆 

糀谷 令和２年９月 糀谷“みんなのねがい”千羽鶴ハッピー大作戦 

羽田 令和３年２月 青少年対策羽田地区委員会展示 

六郷 令和２年 11 月 大田区総合防災訓練 

矢口 随時 たまちゃんバス沿線のみどころパンフレット作成 

蒲田西 

令和２年 12 月 蒲田西地区防災対策委員会講演会 

令和３年１月 東京 2020 大会関連展示キャラバン 

蒲田東 令和２年 10 月 地域情報紙「かまた東」記事執筆 

別紙 


